
■特長

この時計は、EL（＝エレクトロルミネッセンス）を用いた発光方式により、暗闇の中でも表示内容を
確認することができます。（パネライト機能）
アラーム音とパネライトの点滅でセットした時刻を知らせるデイリーアラーム機能を搭載し、ストッ
プウオッチは８ラップまでメモリー（ラップ）ができ、２種類（プリセット／フリー）のタイマーを
持ち、２つの機能は「確認音」と「オートパネライト」がセットされていると「音とパネライト」で
知らせるスポーツ用デジタルウオッチです。

1.時刻・カレンダー機能
・（年）、月、日、曜日、時、分、秒を表示します。（年は時刻合わせの時のみ表示します。）
・1995年から2044年までの50年間、うるう年などの月末修正がいらない「フルオートカレン
ダー」です。

2.ストップウオッチ機能
・1/100秒単位で計測できる10時間計です。
・最初の８区間のラップについて記憶することができます。
・報時音がセットされていると１分ごとにブザー音でお知らせします。

3.リコール機能
・ストップウオッチ機能で記憶した８ラップについてラップ回数、ラップタイムを表示するこ
とができます。

4.タイマー機能
・３分、５分、10分、15分の4chの初期値がセットされたプリセットタイマーと、１分から９
時間59分まで１分単位で設定可能なフリータイマーがあります。
・報時音がセットされていると１分ごとにブザー音でお知らせします。

5.アラーム機能
・設定した時刻（時、分）に毎日アラーム音とパネライトの点滅で知らせるデイリーアラーム
です。
・アラームのセット／解除（on/--）を切り替えることができます。

「オートパネライト機能」
・オートパネライトが設定されているときは、各モードで機能するボタンの操作（例：時刻・
カレンダーモードのときは、報時音・操作確認音のセットと解除するボタン◯C ）後に、約２
秒間パネライトが点灯します。（時刻修正・時間セットするときは除く。）

「オートシグナル機能」
・オートパネライトをONすることによりストップウオッチでは、スタートから19分まで１分
ごとにパネライトが点灯します。タイマーでは、リピート回数10回以下のタイムアップ前19
分間のみ１分ごとにパネライトが点灯します。

「内部照明（パネライト）機能」
・専用ボタン操作により、どのモードでも１回押して約３秒間パネライトが点灯します。
・物質に電圧をかけると光を放す現象（エレクトロルミネッセンス＝EL）を利用した発光方式
を採用しています。

※エレクトロルミネッセンスの発光体は、発光時間の経過と共に徐々に輝度が減衰する特性を持っています。〔詳しくは、
“エレクトロルミネッセンスパネル（内部照明）について”の項をご参照ください。〕
※パネライト機能を使用して液晶部を光らせたときに、音がしますが、これは液晶部を発光させる部品が出す音であり、不
良品ではございません。

■ストップウオッチの使いかた

・1/100秒単位、10時間計です。
・最大計測時間は、９時間59分99秒です。
・ラップ回数は、99回まで表示します。以降は100（表示：00）、101（表示：01）と表示します。
・報時音がセットされていると１分ごとにブザー音でお知らせします。
・報時音とオートパネライトがセットされているとスタートから19分まで１分ごとにブザー音とパ
ネライトが点灯しお知らせします。（オートパネライトのセットについては「時刻・カレンダー
の合せかた」を参照してください。）

●ボタンの名称とはたらき

・回転ベゼルをまわし、「ストップウオッチ表示」をモード指示マーク（△）に合わせてください。

●普通の使いかた

●時間計測を積算でおこなう場合

●ラップ計測をおこなう場合
※計測中ラップ回数は、「99」まで表示し「１」～「８」区間のラップタイムを自動的にメモリー（記憶）しています。

●計測中に他の表示（モード）に切り替えても正常に作動していますが、計測していない場合は電池
寿命が短くなりますので作動を停止させてください。

●リコール（呼び出し）の使いかた
・計測途中、リセット状態のどちらでもメモリーの呼び出しはできます。
・計測後リセットしても新しく計測しない限り、メモリーは削除されません。

このストップウオッチは、最初の〔１〕～〔８〕区間までのラップタイムを自動的にメモリー（記憶）
しています。メモリーしているラップタイムのリコール（呼び出し）は、次の順序でおこないます。

■タイマーの使いかた

・タイマーは３分、５分、10分、15分の４つのプリセットタイマーと１分から９時間59分までの１分
単位でセット可能なフリータイマーがあります。
※タイマーは、リピート（繰り返す）機能付のためストップさせないと繰り返し作動しますので使い終わったら必ず止め
てください。

・報時音がセットされていると１分ごとにブザー音でお知らせします。
・報時音とオートパネライトがセットされていると、リピート回数10回以下のタイムアップ前19分間
のみ１分ごとにブザー音とパネライトが点灯しお知らせします。
●ボタンの名称とはたらき

・回転ベゼルをまわし、「タイマー表示」をモード指示マーク（△）に合わせてください。
●プリセットタイマーの使いかた
回転ベゼルをまわすと、次のようにタイマー時間が替わります。

●フリータイマーの合わせかた
・フリータイマーは、１分から９時間59分までの１分単位で合わせることができます。
例：１時間25分にセットする場合

■アラームの使いかた

・アラーム音とパネライトの点滅で知らせるデイリーアラーム付きです。
・アラームのセット（on）／解除（--）切り替えができます。

■ボタンの名称と表示の切り替え

●回転ベゼルをまわし、表示名をモード指示マーク（△）に合わせます。下図の順序で表示が替わり
ます。

他のモードマークが点滅し�
ている場合は、そのモード�
が計測中であることを示し�
ています。�回転ベゼル：モード（表示）の切り替え�

例：時刻・カレンダーモード�
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回転ベゼル�
モード指示マーク�

Aボタン�

Cボタン�

Dボタン�
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※操作確認音については、「アラームの使いかた」を参照してください。�
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■時刻・カレンダーの合わせかた

●ボタンの名称とはたらき

●回転ベゼルをまわし、「時刻・カレンダー表示」をモード指示マーク（△）に合わせてください。

①ボタン ◯B を２～３秒間押し続けるとオートパネライト表示が点滅し「オートパネライトの選択」状
態になります。ボタン◯D を押すとON（セット）とOFF（解除）が繰り返し表示し選択できます。
②ボタン◯C を１回押すごとに次の順序で合わせたいところ（点滅部）を選ぶことができます。
※年月日をセットすると「曜日」は自動的に設定されます。

③ボタン◯C  を押して「秒」を点滅状態にし、時報と同時にボタン◯D を押すと「00」に合います。
※秒表示が30～59秒のとき、ボタン◯D を押すと１分繰り上がって「00」に合います。
※時刻合わせは電話の時報サービス（TEL.117）が便利です。
④合わせたいところを点滅させたあとボタン◯D を１回押すごとに点滅している数字が1つずつ進みます。
（「オートパネライトON/OFF」「秒」「12H/24H」を除く。）
※ボタン◯D を押し続けると、早送りできます。
⑤「時刻・カレンダー合わせ」が終りましたら、ボタン ◯B を１回押して
「時刻・カレンダーモード」にもどしてください。押し忘れた場合で
も２～３分後には「時刻・カレンダー表示」へ自動的にもどります。
※カレンダーは1995年から2044年までの年・月・日・曜がプログラムされていますの
で、この間月の大小や、うるう年でも修正する必要はありません。
※報時機能については、「アラームの使いかた」を参照してください。
※時刻修正の途中で「全点灯表示」になるのは、故障ではありません。ボタン ◯C とボ
タン ◯D が同時に押された状態です。その場合は、 ◯A ◯B ◯C ◯D いずれか１つのボタ
ンを押して、「時刻・カレンダーモード」にもどしてください。つぎにあらためて、
上記の①から合わせ直してください。
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例：９秒86

リセット�

（00秒に戻ります）�

C

C C D

C

D

例：バスケットボール（ボタンを押す順序：　→　→　…→　→　）�
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※途中のストップ・再スタートは、何回でも繰り返すことができます。�

例：10,000メートル競争（ボタンを押す順序：　→　→　…→　→　→　→　）�
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※ラップ計測後、約10秒間放置しますと自動的にストップウオッチ計測表示にもどります。�
※途中のラップは、何回でもくり返すことができます。ラップ回数は、99回まで表示します。�
　以降は100（表示：00）、101（表示：01）と順次表示します。�
※「ラップ」を１回以上取った後の「ストップ」は、「ラップ」として数えます。�

グラフィックは動いています。�
�

ラップ回数�
�

ラップ計測後約10秒後に上段が時計表示にもどります。�
�

■製品仕様

RECALL

〔計測を終了してからリコールする場合〕�
　・ボタン　を押してリコール表示にします。�
　　最初の〔１〕区間のラップタイムを表示します。�

〔計測中にリコールする場合〕�
　・ボタン　を押してリコール表示にします。�

例：８区間以上の計測をしている場合はボタン　を押すごとに、次の区間を順に表示します。�
�
〔１〕→〔２〕→〔３〕・・・→〔６〕→〔７〕→〔８〕�

最新区間のラップタイムを表示します。�
８区間以上を計測している場合は、〔８〕区間を表示します。�

例：最新区間が〔８〕の場合はボタン　を押すごとに、次の区間を順に表示します。�
�
〔８〕→〔１〕→〔２〕・・・→〔５〕→〔６〕→〔７〕�

※計測した区間が８未満の場合は、その最大の区間まで表示します。�
例：リコール（呼び出し）状態（計測終了後）�
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リコール表示の切り替え�

計測中は点滅�

１．水晶振動数 ：32,768Hz（Hz＝１秒間の振動数）
２．精度 ：平均月差±20秒（気温５℃～

35℃において腕につけた場合）
３．作動温度範囲 ：－５℃～＋50℃
４．使用温度範囲 ：０℃～＋50℃

５．表示内容

６．表示体 ：FE型ネマチック液晶
７．使用電池 ：小型リチウム電池　SB - T 1 4

1個（CR-2025）
８．電池寿命 ：約２年
９．電池寿命切れ予告機能付
10．電子回路 ：C-MOS-LSI １個　

バイポーラIC１個

(1)時刻・カレンダーモード
タイムモードマーク
月、日、曜日、A/P（12時間制のとき表示）
時、分、秒
（アラーム・報時・オートパネライトマーク）
グラフィック表示

(2)ストップウオッチモード
ストップウオッチモードマーク
時刻（時・分・秒） A/P（12時間制のとき表示）
10時間計（時、分、秒、1/100秒）
ラップ回数、LAP表示、RECALL（RECALLのとき表示）
（アラーム・報時・オートパネライトマーク）
作動時：グラフィック表示

(3)タイマーモード
タイマーモードマーク
10時間計（時、分、秒）
繰り返し回数
（アラーム・報時・オートパネライトマーク）
作動時：グラフィック表示

(4)アラームモード
アラームモードマーク
時刻（時・分・秒） A/P（12時間制のとき表示）
アラームセット時刻（時、分）、A/P（12時間制のとき
表示）
on/--（セット／解除）
（アラーム・報時・オートパネライトマーク）

※上記の製品仕様は改良のため予告なく、変更することがあ
ります。
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修正（フリータイマー）�
の呼び出し／解除�
�

内部照明の点灯�

時�

・リセット�
・修正箇所の�
　合わせ�
（フリータイマー）�

タイマーのセット時間（３分）�

タイマーのリピート�
（繰り返した回数）回数�

・スタート／ストップ�
・修正箇所の選択�
　（フリータイマー）�

分�秒�

タイマーモードマーク�

モード指示マーク�

プリセットタイマー：あらかじめタイマー時間が�
　　　　　　　　　　設定されているタイマー。�

例：タイマー時間　10分（ボタンを押す順序：　 →　 →　 …→ 　→　 ）�
スタート�
�

３（MIN）分�

ストップ� ストップ�再スタート� リセット�

C C

C C C C D

DCBA

C C

D
※途中のストップ・再スタートは、何回でも繰り返すことができます。�
※タイムアップすると５秒間タイムアップ音が鳴ります。�
※鳴っているタイムアップ音を止めたいときは、　、　、　、　、いずれか１つのボタンを押してください。�
※タイマーのリピート回数は、99回まで表示します。以降は100（表示：00）、101（表示：01）と順次表示します。�

リピート回数� グラフィック表示�

5（MIN）分� 10（MIN）分� 15（MIN）分� ＊（MIN）フリー�

①回転ベゼルを回
し、フリータイマ
ー表示にします。

②ボタン◯B を２～
３秒間押し続け
ると「時」が点滅
表示し「合わせ状
態」になります。

③ボタン◯C を押し
ますと、押すたび
に「分」と「時」が
交互に点滅表示
します。修正する
箇所を選択して
ください。

④合わせたいとこ
ろを点滅させた
らボタン◯D を１
回押すごとに点
滅している数字
が１つずつ進み
ます。

⑤セットが終わり
ましたらボタン
◯B を押して「タイ
マーモード」にも
どしてください。
押し忘れた場合
でも２～３分後
には「タイマーモ
ード」へ自動的に
もどります。
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※ボタン ◯D を押し続ける
と、早送りできます。
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Dボタン�

内部照明の点灯�
アラームモードマーク�

アラームマーク�
モード指示マーク�

アラームセットマーク�

現在の時刻�

・アラーム時刻の�
　修正箇所の選択�
・アラームのセット�
　／解除（on/--）�

アラーム時刻修正状態�
の呼び出し／解除�

デイリーアラーム：毎日、1日1回設定時刻にアラーム�
　　　　　　　　　が鳴る機能（24時間制）�

・アラーム時刻の�
　修正箇所の合わせ�

A/P（12時間制の�
場合に表示します。）�

アラームセット時刻（例：午前12時00分）�

●ボタンの名称とはたらき�

●アラームを鳴らしたい場合、鳴らしたくない場合。�
※「アラームモード」でボタン　 を押すごとに、�
　セット（on）と解除（--）ができます。�

●アラーム音の試し聴き（サウンドデモンストレーション）�
　と報時並びに操作確認音のセットと解除をする場合。�

※「時刻・カレンダーモード」でボタン 　を押すごとに、報時・操作確認音のセットと�
　解除ができます。また、ボタン　 と　を同時に押し続けると「アラーム音の試し聴き」�
　ができます。�

※報時マークを「点灯」した状態では毎正時の報時と操作確認音が鳴り、�
　「消灯」した状態では報時と操作確認音は鳴りません。�

・回転ベゼルを回し、「アラーム表示」をモード指示マーク（△）に合わせてください。�
ボタン　 を２～３秒押
し続けるとonまたは--表
示が消え、「時」が点滅
表示し「アラーム時刻合
わせ状態」になります。�

ボタン　を押しますと、
押すたびに「時」と
「分」が交互に点滅表示
します。修正する箇所を
選択してください。�

セットが終りましたらボ
タン　を押して「アラー
ムモード」にもどしてく
ださい。アラームマーク
とセット（ON）マーク
が点灯します。押し忘れ
た場合でも２～３分後に
は「アラームモード」へ
自動的にもどります。�

合わせたいところを点滅
させたら、ボタン　を１
回押すごとに点滅してい
る数字が１つずつ進みま
す。�

①� ②� ③�

ボタン　を押し続けると、早送りできます。�
12時間制の場合は、A/P（午前／午後）に注意して合せてください。
アラーム表示の12H/24Hは、「時刻・カレンダーモード」の
12H/24Hに連動しています。�

※�
※�
※�

④�
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アラームマーク点灯�

アラームセットマーク点灯�

アラームマーク点灯�

onマーク点灯�

報時マーク点灯� 報時マーク消灯�

例）�
（アラームが鳴ります）�

アラームセット状態�

アラームマーク消灯�

--マーク点灯�

�
（アラームが鳴りません）�

例）�
　　（報時します）�

�
（報時しません）�

アラーム解除状態�
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●鳴っているアラームを止めるには。�
※アラームはセットした時刻になると、�
　20秒間鳴り続けます。鳴っているア�
　ラームを止めたい時は、ボタン　　�
　　　　いずれか１つのボタンを押し�
　てください。�

■電池交換後のお願い（システムリセット）

・電池交換後や万一異常な表示（読めない表示など）をした場合、以下の操作を行ってください。時計内部のシ
ステムがリセットされ、正常に機能するようになります。
・システムリセットのしかた
電池交換後は、必ず◯A ◯B ◯C ◯D ４つのボタンを同時に２～３秒間押し、表示
が消え、ボタンを離した後「1-1 SU 12時00分00秒」の表示になります。

ご使用の前に下記の順番に操作してください。
①時刻・カレンダーの合わせ
②アラームの設定
それぞれの項目を参照ください。

Ｂ�

A

C

D

■液晶パネルについて

この時計の液晶パネルは、５年をすぎますとコントラストが低下したり、数字が読みにくくなります。お買い上
げ店または、アルバ取扱店に交換を申しつけください。有料にて申し受けます。

■エレクトロルミネッセンスパネル（内部照明）について

内部照明として使用されているエレクトロルミネッセンス（EL）パネルは、電池の電圧が低くなると、輝度
（明るさ）が低下します。また、ELパネルは発光時間の経過と共に、徐々に輝度が減衰する特性を持っています。
※ELパネルの輝度は、点灯時間の累積で約120時間経過すると半減します。ご使用中に内部照明が暗くなったときは、まず、
電池を新しいものに交換してください。
電池を交換しても暗すぎる場合は、ELパネルの交換となります。お買い上げ店に交換をお申しつけください。有料にて申
し受けます。

■修理について

①この時計の補修用性能部品の保有期間は通常７年間を基準としています。
正常なご使用であれば、この期間中は原則として修理可能です。（補修用性能部品とは、時計の機能を維持す
るのに不可欠な修理用部品です。）
②修理可能な期間はご使用条件によりいちじるしく異なり、精度が元通りにならない場合がありますので、修理
ご依頼の際にお買い上げ店とよくご相談ください。
③修理のとき、ケース・文字板・針・ガラス・バンドなどは一部代替部品を使用させていただくことがあります
のでご了承ください。
④修理の内容によっては、修理代が標準小売価格を上まわる場合があります。その他、わからない点がありましたら、
「セイコー株式会社お客様相談室」または「セイコーサービスセンターお客様相談係」へお問い合わせください。

■使用上の注意とお手入れの方法

■電池についてのお願いとご注意

保管について

●その他、携帯上ご注意いただきたいこと
・バンドの着脱の際に中留などで爪を傷つける恐れがありますのでご注意ください。
・転倒時や他人との接触などにおいて、時計の装着が原因で思わぬケガを負う場合がありますのでご注意ください。
・特に乳幼児を抱いたりする場合は、時計に触れることでケガを負ったり、アレルギーによるかぶれをおこしたりする場合も
ありますので十分ご注意ください。

●定期点検について
・ながくご愛用いただくために、２～３年に一度程度の点検調整をおすすめします。定期的な点検により目に見えない部分が
原因となる損傷を未然に防ぎ、より安心してご使用いただけます。保油状態・漏液の有無・汗や水分の侵入などの点検をお
買い上げ店にご依頼ください。点検の結果によっては分解掃除を必要とする場合があります。
・部品（電池）交換の時は、「純正部品（電池）」とご指定ください。電池が切れたまま長時間放置しますと漏液などで故障の
原因となりますので早めに交換してください。
・定期点検や電池交換の際にはパッキンやバネ棒の交換もあわせてご依頼ください。

●防水性能
・時計の文字板または裏ぶたにある防水性
能表示をご確認の上、使用可能範囲にそ
って正しくご使用ください。
・水分のついたままリュウズを回したり、
引き出したりしないでください。時計内
部に水分が入ることがあります。

注意

●日常のお手入れ

・ケースバンドは肌着類と同様に直接肌に接しています。汚れたままにしておくとサビて衣類の袖口を汚したり、かぶれの
原因になることがありますので常に清潔にしてご使用ください。
・時計をはずしたときは、柔らかい布などで汗や水分を拭き取るだけで汚れやケース、バンド及びパッキンの寿命がちがってきます。

金属バンド
・金属バンドは時々柔らかい歯ブラシなどを使い、石けん水で部分洗いなどのお手入れをお願いします。その際に、非防水
の時計の場合には時計本体に水がかからないようにご注意ください。

皮革バンド
・革バンドは水分を吸い取るように軽く拭いてください。こするように拭くと色が落ちたり、ツヤがなくなったりする場合
があります。

軟質プラスチックバンド
・ウレタンバンドなど軟質プラスチックでできているバンドは、蛍光灯や太陽光の下に長時間放置されたり、汚れが染み込
んだりすることによって、色あせ・変色、あるいは硬くなったり切れたりする場合があります。特に半透明のウレタンバ
ンドは、変色などが目立ちやすく、条件によっては数カ月のご使用で起こり始める場合があります。湿気の多い場所に保
管したり、汗や水で濡れたまま放置しておくと、早く変化することがありますので、汚れたときは、石けん水で洗ってく
ださい。ただし、化学製品ですので溶剤によっては変質することがあります。

●非防水時計は、水（水道の水はね、雨、雪など）や多量の汗にご注意ください。万一、水や汗でぬれた場合には吸湿性の
よい布などで水分を拭きとってください。
●日常生活用強化防水時計は海水中などでの使用のあと、化学薬品類を使用せず、ためた真水で洗ってください。
●回転ベゼルつきの時計の場合、ベゼル下に汚れなどがたまり、回転が重くなったりしますので清潔にしてご使用ください。

注意

●かぶれやアレルギーについて

・バンドは多少余裕を持たせ、通気性をよくしてお使いください。
・かぶれやすい体質の人や体調によっては、皮膚にかゆみやかぶれをきたすことがあります。
・かぶれの原因として考えられますのは、
１．金属・皮革に対するアレルギー
２．時計本体及びバンドに発生した錆、汚れ、付着した汗などです。

・万一肌などに異常を生じた場合は、ただちに使用を中止し、医師にご相談ください。

注意

・提げ時計やペンダント時計の場合、ひもやチェーンによって大切な衣類や手・首などを傷つける事がありますのでご注意ください。

注意
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・日常生活用防水（３気圧）の時計は水の中にいれてしまうような環境での使用はできません。
・日常生活用強化防水（５気圧）の時計は、スキンダイビングを含めて全ての潜水に使用できません。
・日常生活用強化防水（10・20気圧）の時計は、飽和潜水／空気潜水には使用できません。

警告

・「－５℃～＋50℃からはずれ
た温度」下で長時間放置する
と、機能が低下したり、停止
する場合があります。

※この時計は常温（5℃～35℃の範
囲内）で腕につけた時に安定し
た精度を得られるように調整し
てあります。よって、温度によ
って多少の進み遅れが生ずるこ
とがありますが、常温にもどれ
ばもとの精度にもどります。

・磁気や静電気の影
響があるところに
放置しないでくだ
さい。

・強い振動のあると
ころに放置しない
でください。

・極端にホコリの多
いところに放置し
ないでください。

・薬品の蒸気が発散しているところや薬品
にふれるところに放置しないでください。
（薬品の例：ベンジン、シンナーなどの
有機溶剤、およびそれらを含有するも
の－ガソリン、マニキュア、化粧品など
のスプレー液、クリーナー剤、トイレ用
洗剤、接着剤など－水銀、ヨウ素系消毒
液など）

・温泉や防虫剤の入ったひきだしなど特殊
な環境に放置しないでください。

× × ×

1.電池寿命切れ予告機能
「時刻･カレンダー表示」のときに全ての点灯セグメントが点滅になりますと2～3日中に時計が止まる可能性があります。お早
めにお買い上げ店またはアルバ取扱店で電池交換をご依頼ください。
2.電池について
（１）電池寿命
この時計は、新しい正常な電池を組み込んだ場合、その後約２年間作動します。ただし、電池寿命はストップウオッチまた
はタイマーを1日10時間以内、アラーム1日1回以内、内部照明の点灯1日3回以内、オートパネライト1週間30回以内、操作
確認音1日24回以内を基準にしていますので、それ以上使用した場合は上記の期間に満たないうちに電池寿命が切れる場合
があります。

（２）最初の電池
お買い上げの時計にあらかじめ組み込まれている電池は、機能・性能をみるためのモニター用です。お買い上げ後上記の期
間に満たないうちに電池寿命が切れることが有りますのでご了承ください。

（３）電池交換
①電池交換は、必ずお買い上げ店または、アルバ取扱店で「アルバ専用電池」とご指定の上、ご用命ください。
②電池寿命切れの電池をそのまま長時間放置しますと、漏液などで故障の原因になりますので、お早めに交換してください。
③電池交換は、保証期間内でも有料になります。

１．お客様は、時計から電池を取り出さない
でください。

２．やむを得ずお客様が時計から電池を取り
出した場合は、電池はただちに幼児の手
が届かないところに保管してください。

３．万一飲み込んだ場合は、身体に害がある
ため直ちに医師とご相談ください。

警告
１．破裂、発熱、発火などのおそれがありますので、電池を絶対に
ショート、分解、加熱、火に入れるなどしないでください。

２．この時計に使用している電池は、充電式ではないので、充
電すると液漏れ、破損のおそれがあります。絶対に充電し
ないでください。

３．「常温（５℃～35℃）からはずれた温度」下で長時間放置すると
電池が漏液したり、電池寿命が短くなったりすることがあります。

注意


